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広げよう笑顔の輪  励まし育てよう青少年  

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 令和６年２月１日 

大河原町「明日の青少年を育てる会」 

「明日青のつどい ２０２３」を開催しました！  

 

【齋清志会長（町長）】 

 

 令和５年１２月１６日（土）

に大河原町中央公民館において
町内の小中高生や保護者，地域
の方々など，約１５０名の皆様

にご参加いただき，『明日青の
つどい２０２３』を開催いたし
ました。 

【岡崎隆大河原町議会議長】 

【齋藤清志大河原警察署 

生活安全課長】 

 開会行事において，齋 清志会長（町長）の開会の挨拶
後，大河原町議会議長 岡崎 隆様，大河原警察署生活安
全課長 齋藤 清志様からご祝辞をいただきました。 

 大河原ルールから８年 

 大河原町では，平成２６年頃から児童・生徒間の SNS のやりとりが増え始め，児童
・生徒，保護者，教員などから何か制限が必要との声が出始めました。そこで，翌年，
平成２７年に各小中学校，保護者，地域代表による緊急会議を開き，大河原ルール（午
後９時以降は使用しません）を決め，町内に発表しました。 

 スマホ･ゲーム等の使用時間は，小学校で全国・県レベルよりも使用時間が少ない
状況にありました。しかし，中学校では全国・県レベルよりも長時間の使用の状態に
なっていました。そこで，令和５年１月に教育長の指示を受け町内全小・中学生，保
護者を対象にアンケートを実施しました。その結果，スマホ等の利用する時間は，小
学生よりも中学生の方が長時間使用していることが明らかになりました。 
町の取組の説明後，現在の小・中学校の取組について児童生徒が発表しました。 
現在の各学校の取組の発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大河原小学校】  

 改定したさくらばなルール（ゲーム・イン

ターネットより家族の時間を大切に。一日 90

分以内。ストップその言葉大丈夫。ちょっと
待ったその動画・サイト本当にみて大丈夫？）
を紹介し，2 週に一度アンケートを行い昼の放
送で知らせています。その結果，常に意識で
き家族の時間が増えた。反面，本当に守られ
たか分からない等の課題が挙げられました。 

 【金ケ瀬小学校】 
 ポプラ児童会什のおきて 6 つの約束（スマ

ホは 8 時まで。1 時間以内。木曜はノーゲーム
デー。ゲームは宿題を終えてから。外で元気
に遊ぼう。家族で約束を決める）を紹介しま
した。そこで，学年のアンケート調査をする
と，ノーゲームデーは知っているが，まもら
れていない実態が浮き彫りとなり，取組の難
しさを知りました。今後，何度も声がけをし
ていこうという取組を紹介しました。  

 

【大河原南小学校】 
 大河原南小学校では，  

○あわせてゲーム・スマホは 1 時間まで。  

○いつもゲームは 8 時まで。 

○すいようびはノーゲームデーとうち読書  

を守るための活動について発表しました。校
内放送で呼びかけたり，アンケートをしたり
して全校にその結果を知らせ，意識を向上さ
せる取組について紹介しました。  

 

【金ケ瀬中学校】 
 タブレット利用 7 つの約束についてアンケ
ートを実施し考察を行いました。タブレット
利用で守られていることは，タブレットを大

切に使い，自分の目を守り，睡眠前に利用し
ないで安全に使っている事です。もう少しな
点は，許可なく別の調べ物をしたり，YouTube

やゲームをしたりしている生徒が 3 割いるこ

とです。今後，ルールの再確認をして全校集
会や昼の放送，ポスターなどで呼びかけてい
きたいと結びました。  

 

【大河原中学校】 
 スマホ利用の実態とよりよい使い方につい
て考える取組について発表を行いました。問
題点を理解し解決能力を育てるため，縦割り
の話合いを取り入れ意識を高めるための方法
を紹介しました。ルールにコントロールされ

るのではなく自分で考えて使うこと。悪影響
があるから使わないではなく，うまく自分の
成長のために活用することと結びました。  
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デジタルメディアとの付き合い方 
-長時間のデジタルメディア視聴がもたらすもの- 

 

 東北大学病院小児科  植松  有里佳先生に講演をいただきました。  

 今、心身の不調で小児科を受診する子どもの内，

半数程度が障害ではなく，テレビ，スマホやタブ

レット等での長時間使用（3 時間以上）によるもの

になっている。メディア視聴を続けると，次第に

言葉の発達が遅れる。人とのコミｭニケーションが

困難になる。感情のコントロールができなくなる

などの症状が表れることについて、具体的な症例

を基に教えていただきました。長時間のデジタル

メディアの使用がもたらす子どもへの影響を知っ

て欲しいと語られました。  

 日本小児科医会の提言

を基に，子育ては，母親

のお腹の中にいるときか

ら始まっている。２歳ま

では，テレビ，ビデオの

視聴は控えるのが良い。

当然，授乳中や食事の時

も控えることです。普段

の大人の生活が悪影響を

もたらしていることもあ

ります。子ども部屋には，

テレビやパソコンなどを

置かないなどのルールを

保護者と子どもが一緒に

なって考え，作ることも

大切です。  

たとえ，教育番組であっても，同

じ影響がある。できれば、３歳か

ら５歳ぐらいまでは１日 1 時間以

内を目指すようにして欲しい。長

時間のメディア視聴は，睡眠や、

肥満，発達に悪影響を及ぼすこと

になる。  

 世界の中で，日本の子どもたち

は，１番睡眠時間が少ない。睡眠

時間を確保することが最重要課題の一つ

です。睡眠不足の症状がみられた場合は，

生活改善を考えてみて欲しい。  

 

 

睡眠不足がもたらす症状について，具体

的な症例を基に説明いただきました。発達

の遅れを感じる。睡眠障害がある。鬱状態

になる。キレる，暴れるなどの症状がみら

れた場合は，睡眠時間の確保を図って欲し

い。睡眠を確保するには，保護者も周りの

大人も，身体を使って一緒に遊び，楽しさ

を感じ取らせることです。すると自ずとス

マホ･ゲームの時間は減っていきます。豊

かな人生を送れる子にするために，今私た

ちができることを考えていきたい。  

睡眠時間と学力との関係についてもグラ

フを基に説明されました。睡眠時間が少な

くなるとそれに伴って学力も低下してい

くことになります。  

 最後にメディアの長時間使用の影響を理解し，睡眠時間を確保することが大切です。

実体験を伴う遊びを通して遊びの楽しさを体験させることが，規則正しい生活のでき

る素地を作ることができます。すると，メディアの使用時間も自ずと減ることになり

ます。早期に、学校と家庭ともに協力して進めていくことが大切ですと結ばれました。 

  講評と閉会 
 講演後，鈴木洋教育長から講評をいただきました。 

「ICT の活用は世界の潮流であり，これからの世の
中を生きていく必要不可欠のものである。メディア
の活用には「光と影」があり，私たちは，影の部分
も認識しながら活用していかなければなりません。
大河原町では，中学生はややスマホやゲームの時間 
  

が長いと担当から報告がありました。「光と影」を
踏まえ各学校の児童，生徒のみなさんから素晴らし   

い発表がありました。大人からの指示ではなく，       【鈴木洋教育長】  

自分たちで考えていくことがとても価値のあることと思います。植松先生からは，メ
ディアとの付き合い方として，脳を活性化する取組について，示唆に富む、多くのこ
とを教えていただきました。より多くの町民に聞いて欲しい内容でしたので，本日の
学びを多くの方に伝えられるような工夫をしていくことが教育委員会の役目である
と思いました。」と話され，次年度に向けて継続して取り組んでいきたいと結びまし
た。 

 最後に島垣由希子副会長（大河原小 PTA 会長）が，閉会の挨拶を述べられ，今年
度の「明日青のつどい」を無事予定どおり終えることができました。  


